
第２の人生、農業でがんばります

　今年度から新たに“チャレンジ”女性農業者育成事業がスタート
し、６月に第１期生６名の市内農家の女性が研修を開始しています。
　この事業は、家事や子育てと両立させながら、野菜や花の生産
販売農家として自立するため、農業後継者となり得る次世代の農

家女性に、農業の知識や技術習得のための研修を行うものです。
　研修期間は１年間で、研修生は農業振興センターほ場での実習や講義、先進農
家視察などの様々な研修を受けます。

■問農業振興課　担い手育成係（☎842-4421）

第１期生の研修がはじまりました

一生懸命
頑張ってます！！

「スローライフで夢づくり」
定年就農者育成事業

ふるさと帰農支援事業

　４月７日、開講式を行い、研修がスタートしました。今年度は、９
名の研修生が来春の就農を目指し、週３回、本センターにおいて研修
に励みます。　研修生は、「これまでの生活と違い、毎日が勉強です。」
と、メモを片手に熱心に、受講しています。

　今年度は、毎週水曜日の夜と日曜日に行っていた従来のコース（６
名）に加えて、ほ場での実技研修を強化した水曜日の夜と木曜日の午
前中に行うコース（９名）を新設し、計15名で研修がスタートしました。
　４月から開始した農業振興センターほ場における研修では、それぞ
れの作業の意味等を熱心にメモ書きする姿が見受けられました。研修
生からは、「これまで自分自身で行ってきた作業を、体系づけて再確
認することができる。」「農機具の効率的な使い方を学び、家でも実践
したい。」などの声が聞かれました。

対象者　 
定年退職後に新しく農業をはじめたい方で、研修後、本財団が斡旋した農地で就農できる人

 対象者　 市内に農地を持つ、原則50歳以上の方で、研修後、市内で生産販売農家として就農できる人

第６期生研修スタート

第５期生研修スタート

研修生のみなさん

研修風景

古紙パルプ配合率100%再生紙を使用しています。

財団法人 広島市農林水産振興センター
Hiroshima City Agriculture,Forestry and Fisheries promotion Center

〒739-1751   広島市安佐北区深川八丁目30番12号
TEL(082)845-4770　FAX(082)842-2149
http://www.hiroins-net.ne.jp/hiroagri/
◆個人情報に関する方針◆
　皆様から提供していただいた個人情報は、本財団において
適正な管理のもと財団の活動の範囲内において保存、利用い
たします。
　なお、個人情報の第三者への提供については、法令に基づ
く場合、本人の同意があった場合、その他特別の理由のある
場合を除き、提供された目的以外の用途又は提供された目的
を超えて第三者に提供いたしません。
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第35号
本財団では、市民の「食」を支えていく幅広い元気な農林水産業を展開するため、多様な担い手を育成しています。



　本財団では、平成15年度から飼養管理の省力化や、農村景観の保全、
有害鳥獣の被害軽減などを目的に、和牛放牧を推進しています。
　本年も湯来町、安佐町、白木町で計11ヶ所で実施します。
※口蹄疫の発生状況により、中止する場合もあります。

　市民体験農園とは、入園者が栽培指導を受けながら野菜や
花の栽培を体験できる農園です。
　本財団では、体験農園で栽培管理指導等を行う、管理指導
者を育成しています。この度、第１期生３名が１年間の研修
を終え、４月から、安佐北区可部町勝木にある「勝木体験農
園」で活動を開始しました。
　３名は、「自分たちが研修で学んだことを、これからは、‘楽
しく・やさしく・わかりやすく’をモットーに入園者に伝え
ていきたい」と意欲に燃えています。
　なお、体験農園の開園について興味のある方、体験農園で
農地を活用してみたい方は、本財団農林体験推進課までお問
合せください。

　４月から、第13期生として、桑原晋一さん、山本真也
さんが農業振興センターで基礎研修を開始しました。２年
後に安佐南区沼田町吉山での新規就農を目指します。
　また、第12期生の中浦洋士さん、池田洋輔さんが、安
佐北区安佐町飯室でそれぞれ約30ａのビニールハウスに
よる２年目の実地研修を開始しました。来春の自立を目指
して、地域の方々の応援をいただきながら頑張っています。

４月かから 第133期生生とし 桑桑原晋 さんん 山本真也

ひろしま活力農業経営者育成事業
 研修スタート

研修の様子

■問農業振興課　畜産係（☎845-4378）

桑原さん 池田さん中浦さん山本さん

■問農業振興課　担い手育成係（☎842-4421）

■問農林体験推進課　市民園芸推進係（☎845-4347）

左から上野さん、野村さん、二上さん

市民体験農園管理指導者第１期生が活動開始
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■問水産部　栽培漁業課（☎277-6609）

■問農林体験推進課　農林体験係（☎845-4348）

オニオコゼの放流効果を確認しました
　水産振興センターでは、オニオコゼの放流効果を調べるため、平成19年度から標識として左腹びれをカッ
トした稚魚を広島湾に放流してきました。
　平成22年１月20日から３月12日までの７回、広島市中央卸売市場に水揚げされたオニオコゼを調査した
結果、199尾中19尾に左腹びれが小さい魚が見つかりました（9.5%）。
　放流時に標識として腹びれをカットした魚の割合（44.2%）から逆算すると、広島湾で漁獲されたオニ
オコゼのうち、約22%が水産振興センターで育てられた魚であることが推定されました。このことから、
放流した稚魚が漁獲サイズまで無事に育ち、放流効果として現れ始めたと考えられます。 水産振興センター
では、平成22年度以降も毎年3万尾のオニオコゼを広島湾に放流し、オニオコゼ資源の増大を目指します。

左腹びれが小さいオニオコゼ

調査月日 標識魚数 調査魚数 標識魚の
混穫率（％）

１月20日 0 6 0
２月19日 1 10 10.0
２月22日 0 60 0
２月26日 7 47 14.9
３月１日 5 47 10.6
３月５日 3 17 17.6
３月12日 3 12 25.0

計・平均 19 199 9.5

オニオコゼ市場調査結果

　安佐北区安佐町大字久地、毛木地区で汗を流しながら自
然とのふれあいや交流を楽しむ農林業体験を希望する参加
者を随時募集しています。今年度は荒地からの開懇、畑づ
くり、さつまいも、そばの栽培などの農業体験を計画して
います。
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※ 安佐・市民の里創生事業（平成22年度から）
　市民が野菜づくりや森づくりなどの農林業
体験を通じて、農村文化や自然とのふれあい
などにより「食」と「農」や「農村」さらに
は「自然環境保全」の大切さを身をもって体
験することで理解の促進を図ります。

安佐・市民の里づくりに参加してみませんか！

現地説明会

全景

「安佐・市民の里」
位置図
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イ ベ ン ト 情 報
花みどり公園

10月10日㈰　秋のガーデニング

９月19日㈰　秋の庭木の管理
11月７日㈰　果樹の剪定
11月14日㈰　冬の庭木の管理

　水産振興センターでは、平成21年９月から「海辺
の教室」やカキ祭りなどのイベント情報、センターで
の出来事などの情報を発信するメールマガジンを毎月
発行しています。登録は水産振興センターホームペー
ジ（http://www.suisansc.or.jp/）から簡単に行う
ことができますので、ぜひ登録して“水産振興センター
ファン“になってみませんか？

11月21日㈰　シャクナゲの植付と種蒔き

７月25日㈰　親子でブルーベリージャム作り
10月31日㈰　米粉パン作り
12月５日㈰　熱帯果樹の観察とマーマレード作り
12月12日㈰　しめ縄作り
２月６日㈰　味噌とつばき餅作り
２月27日㈰　春の山菜を味わう
３月13日㈰　熱帯果樹の観察とコーヒーの試飲
※受講料など詳細はお問い合わせください。

テーマ：プランクトン
開催日：８月15日㈰
対象：小学校３～６年生とその保護者
開催時間等：13時～15時。先着30名。無料
申込み ･問合せ：８月２日㈪８時30分から電話、Ｆ
ＡＸ又はホームページから同センターへ。定員に達
し次第締め切り。定員に満た
ない場合は当日参加も可。 
※ ８月以降も第３日曜日（11
月を除く）に海辺の教室を
行います。

広島市水産振興センター

組織図・連絡先（平成22年４月１日現在）

農 林 部

水 産 部

農業振興課

農林体験推進課

栽培漁業課

庶　務　係
調　整　課

845-4770
FAX：842-2149

277-6609
FAX：278-0632

845-4770

花みどり公園 837-1247
FAX：837-2938

担い手育成係 842-4421

畜　産　係 845-4378

市民園芸推進係 845-4347

農林体験係 845-4348

277-6609

普及指導課 277-6609

■はなづくり講座

■みどりづくり講座

■シャクナゲ講座

■食農体験一日教室

■海辺の教室

問 花みどり公園（☎837-1247）

問 水産部普及指導課（☎277-6609・Fax 278-0632）

問 農林体験推進課　農林体験係（☎845-4348）

メールマガジンを発行しています
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　本財団（市民参加の森林づくり実行委員会）では、
森林整備を行う森林ボランティア団体に、作業に必
要な小道具や安全具を貸し出し、市民の自主的な活
動を支援しています。ぜひご利用ください。

●貸付の事例紹介●貸付の事例紹介
　平成21年11月22日、『安芸七軒茶屋広島が好きじゃけん組』が、安佐南区緑井の里
山林でサクラを植樹するため、下刈鎌を使用して下刈した後、整地作業を行いました。

ヘルメット、ロープ下刈鎌、草刈鎌、砥石 間伐鋸、枝打鋸、竹挽鋸 鉈、ベルト 鍬（長柄、短柄）

森林整備に使用する

鋸、鎌、ヘルメット
 等を貸し出します！
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